
 

「病院の経営悪化深刻  全日本病院協会会長緊急助成訴え」 

 

 病院の収支が 4 月だけで平均約 3,700 万円、患者を受け入れた病院に限ると平均 9,600

万円の赤字になるなど新型コロナウイルスによる医療機関の経済的な窮状が、病院関係 3

団体の緊急調査で明らかになった。5月 27日 3団体を代表して記者会見した全日本病院協

会の猪口雄二会長は、特に新型コロナウイルス感染患者の入院を受け入れた病院の経営悪

化が深刻であることを強調した。政府による緊急的な助成がなければ、今後の新型コロナ

ウイルス感染症への適切な対応は不可能となり、地域での医療崩壊が強く危惧される、と

訴えている。 

 

 

 ビデオ会議システムを利用した日本記者クラブ主催の記者会見で新型コロナによって悪

化する病院経営の実態を説明する猪口雄二全日本病院協会会長 

 

同日公表された一般社団法人日本病院会、公益社団法人全日本病院協会、一般社団法人

日本医療法人協会の「新型コロナウイルス感染拡大による病院経営状況緊急調査(最終報告)」

は、5月 7日～5月 21日に 3団体に加盟する 4,332の病院にメールで調査票を送り、1,307

病院から回答を得ている（回答率 30.2％)。ベッド数 500 床以上（148 病院）から 20～99

床（249病院）まで規模はさまざまだ。このうち新型コロナ感染症への対応として「帰国者

接触者外来」を設置している病院は全体の 31.1％、患者の入院を受け入れた病院は 28.5％、

一時的に病棟閉鎖に追い込まれた病院が 14.7%となっている。 



 

 （猪口雄二全日本病院協会会長記者会見資料から） 

 

調査の結果、明らかになったことの一つは、コロナ患者を受け入れたか否かにかかわら

ず新型コロナ感染症が病院経営に深刻な影響を及ぼしている実態。4月の利益を見ると、患

者の入院を受け入れていない 864 病院の医業利益は平均 1,375 万円の赤字、入院を受け入

れている 339 病院は平均 9,617 万円の赤字、一時的に病棟を閉鎖せざるを得なかった 180

病院は平均 1 億 1,557 万円の赤字となっている。全病院平均でみると 3,698 万円の赤字と

なる。 

 

 猪口会長が注意を促したのは、病院はそもそもぎりぎりの利益率で運営している現実。

回答した全病院の平均でみると昨年 4 月の医業利益は 715 万円でこれは医業利益率でみる

と 1.5%にすぎない。一方、今年 4月の赤字額を医業利益率でみると、患者の入院を受け入

れていない 864病院は平均マイナス 5.5％（2029年 4月に比べマイナス 7.4ポイント）、入

院を受け入れている 339 病院は平均マイナス 10.8％（同マイナス 12.0 ポイント）、一時的

に病棟を閉鎖せざるを得なかった 180病院は平均マイナス 14.4％（同マイナス 14.8ポイン

ト）、全病院では平均マイナス 8.6％（同マイナス 10.1ポイント）となる。昨年 4月に比べ

ると大幅な赤字転落だ。「もともと病院は１～２％という利益率の中で必死に運営している。

利益率が 10%も赤字になると運営は苦しい」。猪口会長は病院の窮状を強調した。 

 

医業利益率（2019年 4月と 2020年 4月の差） 



 

     （猪口雄二全日本病院協会会長記者会見資料から） 

 

調査で明らかになったもう一つは、経営悪化の理由が短期的に解消されそうもないこと。

患者の入院を受け入れた病院では、4月の外来患者延べ数と初診患者数が昨年 4月に比べそ

れぞれ 79％、58%に減っている。これは患者が感染を恐れて病院に行くのを控えたことが

大きな理由とみられる。一方、コロナ患者を受け入れたことに伴う直接的な影響といえる

入院患者延べ数と新入院患者数もそれぞれ 85％、79％に減った。手術件数も 81％に、救急

患者受け入れ件数も 64％に減っている。猪口会長によると、例えば集中治療室（ICU）に

5つのベッドを持つ病院でも一人の新型コロナ患者を受け入れると他の4床を使うことがで

きず、心臓手術など他の患者の大きな手術ができなくなるというのが実態。他の医療業務

に及ぼす影響が大きいということだ。 

 

新型コロナ患者入院受け入れ病院の外来患者・初診患者・手術件数（2019 年 2~4 月と

2020年 2~4月の比較） 

 

 



        手術件数 

 

（猪口雄二全日本病院協会会長記者会見資料から） 

 

新型コロナウイルスによる病院経営への悪影響は、患者を受け入れた病院だけに限らな

いことは、患者の入院を受け入れていない病院と一時的に病棟を閉鎖せざるを得なかった

病院の調査結果からも裏付けられる。全病院の平均値でも在院患者延べ数、新入院患者数

の減少をはじめ同様な傾向がみられた。地域別でみると特に東京都の病院の影響が大きい

のが目立つ。例えば外来患者延べ数は 70％、初診患者数は 36％、入院患者延べ数 84％、

新入院患者数 70％、手術件数 64％、救急患者受け入れ件数 54％と軒並み大幅な減少がみ

られる。 

 

こうした現象は、主として病院の急性期患者に関わるものだが、今後はリハビリに移行

する患者の減少といった病院経営を長期にわたって悪化させる懸念があることも猪口会長

は指摘した。さらに新型コロナウイルスが及ぼす影響は病院の経営悪化にとどまらないこ

とにも猪口会長は注意を促した。外来患者、初診患者の減少だけでなく、健康診断業務が 4

月から全くできない病院がたくさんある。初診患者の減少や健康診断の遅れにより病気の

発見が遅れ長期的なリスクを負う人々が増え、さらに手術が遅れることで不利益を被る患

者も増える。こうした可能性を指摘した上で「新型コロナ患者に対応する病院とその他の

患者に対する手術を集中的に病院と役割分担をしないとた問題は解決できない」と、猪口

会長は語った。 

 

 病院にとって今後の大きな課題として猪口会長は、新型コロナウイルス感染の第 2 波、

第３波の到来に対する準備を挙げた。これまで院内感染が起きないかという恐怖の中で病

院職員が対応してきた現実を指摘し、特に PCR 検査あるいは新しい抗原検査をどの病院で

もすぐさまできる態勢づくりが不可欠であることを強調した。 

 

          日文 小岩井忠道（JST客観日本編集部） 



関連サイト 

 日本記者クラブ会見レポート「『新型コロナウイルス』 悪化する病院経営 猪口雄二・

全日本病院協会会長」 

  https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35663/report 

 同 YouTube会見動画 

  https://www.youtube.com/watch?v=6K6twoa7ZCk&feature=youtu.be 

 猪口雄二・全日本病院協会会長記者会見資料 

https://s3-us-west-2.amazonaws.com/jnpc-prd-public-oregon/files/2020/05/c683e2ea-f1

f1-4e23-9f64-d01ec1d18668.pdf 
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